
船

頭

殿

こ

そ

ゆ

う

け

ん

な

れ

盆

一一一最

善

一

狂
言

「
叔
猿
」
の
猿
歌
は
、
歌
謡
研
究
と
し
て
も
注
目
に
価
す
る

点
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
中
世
語
と
し
て
も
興
味
深
い
所
が
あ
る
。

そ
の

一
つ

「
ゆ
う
け
ん
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。
大
蔵
虎
明

本
を
用
い
る
。

一
の
へ
い
だ
て
、
二
の
へ
い
た
で
、
三
に
く
ろ
ご
ま
、
し
な
の

を
と
れ
、
せ
ん
ど
う
殿
こ
そ
ゆ
う
け
ん
な
れ
、
と
ま
り
／
ヽ
を

な
が
め

つ
ゝ
、
彼
ま
た
し

ゝ
と
申
に
は
、
は
く
さ
い
こ
く
に
て
、

ふ
げ
ん
も
ん
じ
ゆ
の
め
さ
れ
た
る
、
猿
と
し

ゝ
と
は
、
ご
し
し

や
の
も
の
，…
‥

こ
の
歌
は

「
猿
聟
」
に
も
あ
り
、
「船
頭
殿

こ
そ
ゆ
う
け
ん
な

れ
」
と

「
ゆ
う
け
ん
」
は
二
例
共
に
濁
点
が
な
い
。　
一
閉
伊

・
二
閉

伊
か
ら
黒
駒
を
経
て
、
四
の
信
濃

へ
と
、
東
国
か
ら
都

へ
向
け
て
馬

の
産
地
を
移
し
、
船
頭
が

「泊
り
泊
り
を
な
が
め

つ
ゝ
」
ゆ

っ
た
り

山

内

と
し
た
歌
の
展
開
の
中
に
、
馬
の
力
強
さ
が
支
え
て
い
る
祝
言
性
が
、

謡
わ
れ
る
場
を
満
た
す
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

「
ゆ
う
け
ん
」
に
は

「
勇
健
」
が
当
て
ら
れ
、
例
外
を
見
な

い
。
駿
馬
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
す
れ
ば
、
船
頭
も
ま
た
き
り

っ
と

し
た
姿
に
見
え
、
「
勇
健
」
で
何

一
つ
疑
念
の
起
き
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
古
川
久
編

『
狂
言
辞
典

五ｍ
彙
編
』
（昭
和
三
十
八
年
）
は

「
勇
健
」
の
字
を
示
し
て
、
「
勇
気
が
あ

っ
て
壮
健
な
こ
と
。
い
さ

ま
し
く
て
す
こ
や
か
な
こ
と
。
」
と
し
て

「収
猿
」
を
例
示
し
、
パ

ジ

ェ
ス

『
日
佛
辞
典
』
を
審
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

『邦
訳
日
葡
辞

童
置

を
用
い
た
い
。

く
ネ
ｏ
Ｂ

・
ユ
ウ
ケ
ン
。
（勇
健
）
　

力
、
ま
た
は
、
勇
敢
さ
。

く
よ
ｏ
①
ど
Ｄ
伸
・
勇
敢
で
力
が
強
い
。

邦
訳
に
は
左
の
項
を
も
参
照
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
。

く
ば
∞
ｏ
Ｄ
・
ユ
ゴ
ン

（勇
健
）
勇
敢
、
強
力
で
壮
健
な
こ
と
。

漢
音
よ
み
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
、
呉
音
よ
み
の

「
ユ
ゴ

ン
」
、
両
者

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る
語
釈
を
見
て
も
、
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
と
わ

良口
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か
る
。
辞
書

・
節
用
類
に
は
左
の
よ
う
に
あ

っ
て
、
「
ユ
ゴ

ン
」
が

一
般
の
よ
う
で
あ
る
。

勇
猛
　
―
健
　
　
易
林
節
用

勇
健
難
価
　
　
　
天
正
十
八
年
本
節
用

勇
健
　
　
　
　
　
静
嘉
堂
本
運
歩
色
葉
集

勇ゅ―
儀
　
　
　
　
落
葉
集
本篇

文
例
と
し
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
引
く

『
サ
ン
ト
ス
の
御

作
業
』
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
福
島
邦
道
氏
の
翻
字
に
原
綴
を
記
入
す

亥０
。

オ
ラ
シ
ョ
し
給
ふ
折
節
、
忽
ち
車
輪
の
廻
る
も
と
ど
ま
り
、
武

士
ど
も
思
は
ず
に
打
郷
を
も
止
め
た
り
。
然
る
と
こ
ろ
に
ま
た

揚
め
ら
れ
給
ふ
縄
も
自
ら
解
け
て
、
自
由
を
得
給

へ
ば
、
全
体

に
す
き
間
も
な
く
、
受
け
給
ふ
御
傷
も

一
時
に
平
癒
し
て
、
勇

健
に

（く
ｏ
∞
ｏ
Ｆ
ュ
）
な
り
給
ふ
も
の
な
り
。

巻
第
ニ
　
サ
ン
ク
レ
メ
ン
テ
の
マ
ル
チ
リ
ヨ
の
こ
と

こ
の
よ
う
に

「
勇
健
」
は
、
身
体
が
壮
健
で
、
従

っ
て
気
力
も
強

い
ば
あ
い
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
、
詳
細
に
論
述
す
る

の
は
、
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
以
上
に
止
め
た
い
。

「
勇
健
」
を

ユ
ウ
ケ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。

勇
健
　
　
　
　
　
い
ろ
は
字

イ
サ
ミ
ス
ク
ヤ
カ
也

勇
健
　
　
　
　
　
室
曇
Ｈ字
考
節
用
集

『合
類
節
用
集
』
も

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
で
（
共
に

「
ユ
ゴ
ン
」
を
載

せ
な
い
。

漢
音
よ
み
に
す
れ
ば

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
で
あ
る
か
ら
、
『邦
訳
日
葡

辞
書
』
の
次
項
も
こ
れ
に
当
た
る
。
ポ
語
の
説
明
か
ら
も
こ
の
漢
語

に
疑
い
が
な
い
。

く
休
や
目

・

ユ
ウ
ケ
ン

（勇
健
）
　

力
、
ま
た
は
、
勇
敢
さ
。

く
体
ｐ
ｏ
Ｄ
ｓ
ｐ

（勇
健
な
）
勇
敢
で
力
が
強
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
狂
言
歌
謡

「
船
頭
殿
こ
そ

ゆ
う
け
ん
な
れ
」
に
持

っ
て
ゆ
く
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
諸
校

注
は

「勇
健
」
を
宛
て
て
、
語
釈
を
付
し
て
い
な
い
、
語
の
示
す
意

味
の
ま
ま
受
け
取

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
、
そ
れ
で
十

分
で
あ
ろ
う
か
。

一
一

『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
も
う

一
種
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
が
載
っ
て
い

Ｚ
Ｏ

。

く
侠
嗚
Ｐ

く
ユ
出
営

Ｐ

重
々
し
く
て
権
威
の
あ
る
こ
と
。

「
せ
ん
ど
う
殿
こ
そ
ゆ
う
け
ん
な
れ
、
と
ま
り
／
ヽ
を
な
が
め

つ
ゝ
」
に
は
こ
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
は
な
い
か
。
船

頭
殿
と
敬
意
を
払
い
、
獅
子
を
引
き
出
し
、
普
賢
、
文
殊
を
あ
げ
て
、

祝
言
歌
の
重
厚
さ
を
演
出
す
る
、
こ
の
唄
に
は

「重
々
し
く
て
権
威

の
あ
る
」
ユ
ウ
ケ
ン
が
ふ
さ
わ
し
い
。
で
は
、
こ
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」

は
何
か
。
『
邦
訳
』
で
は
漢
字
を
宛
て
て
い
な
い
。
し
か
し
、
字
音
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語
で
あ
ろ
う
か
ら
、
何
を
想
定
し
、
語
義
の
認
定
を
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。

『
日
葡
辞
書
』
の
註
記
と
極
め
て
似
て
い
る
の
が
あ
る
。

〔
　

　

〕
Ｏ
Ｄ

・

材
ヽ
Ｆ
↑
伸
ｏ
ｐ
Ｄ

い

。

Ｏ

Ｏ
Ｃ

の
い

∞

ヽ
伸
Ｆ
ｏ
】

く

島
Ｏ

Ｄ
Ｆ

↑
Ｏ
ヽ
汁
島
伸
島

・

一
六
二
三
年
版
　
ロ
ザ
リ
オ
の
経
　
一言
葉
の
和
げ

こ
の
丁

の
左
端
が
損
じ

て
い
て
字
を
欠
く
が
、

こ
の
前
後

に

「
く
体
的
μＯ
金
遊
才
〇
」
「
く
体
Ｂｐ
Ｏ
Ｄ
・全
復
缶
Ｃ
」
「
く
ば
車
≡
Ｏく
・舎
男
嬬
け
」

ギ
体
Ｓ
津

。（遊
楽
ご

ギ
電
営
．六
由
来
と

が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
、

ギ
体
ｐ
目

」
と
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ポ
語
の
意
味
説
明

も

『
日
葡
辞
書
』
に
同
じ
い
。

と
な
れ
ば
、
こ
の

『
言
葉
の
和
げ
』
の
も
と
に
な

っ
た
個
所
を
、

本
文
の
中
に
見
出
し
て
挙
げ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
破
損
の
多
い

た
め
か
、
未
だ
見
出
し
え
な
い
で
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
更
に
調
べ
を
進
め
よ
う
。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
中
で
は
、

次
例
が
見
出
さ
れ
る
。

∽
Ｏ
Ｓ

゛
Ｏ
ｏ
ま

〇
∽
Ｏ
】

ｐ
島

ｏ

・
　

Ｆ

Ｆ

り
，
　

∽
ｏ
Ｓ
や
ｏ
Ｄ
Ｏ
汁
Ｏ
の
Ｄ
Ｓ
ｐ
Ｏ
Ｄ

付
Ｏ
・
　

Ｈ
い
ｏ

・

Ｏ

Ｏ
命
Ｏ
Ｆ

Ｄ
ユ

さ

Ｓ

Ｏ
と

Ｓ

ｐ
Ｆ

く

ネ

哺

ｓ

ユ

・

位

葡

日

対

訳

辞

典

ラ
テ
ン
語
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も
、
言
葉
が
重
々
し
い
さ
ま
を
言
い
、

金
言
、
警
句
を
も
指
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
は

『
日

葡
』
の

一
つ
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
と
同
じ
語
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
金

沢
大
学
法
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
の
索
引
篇
は
こ
の
例
に
翻
字
を

与
え
て
い
な
い
。

資
料
を
変
え
て
、
抄
物
を
見
よ
う
。

個
ト

ハ
心
ノ
ュ
ウ
ケ
ン
ナ
ル
貞
也
。
　

毛
詩
熟
塵
　
一二
・
１９
オ

寛
―
民

ニ
キ
ブ
ク
ア
タ
ラ
ズ
シ
テ
、
民
ヨ
リ
取
物
ラ
バ

ユ
ウ
ケ

ン
エ
ス
ル
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
詩
熟
塵
　
一
一十

・
１
オ

こ
の
二
例
を
挙
げ
て
、
山
内
は

「
漢
語
史
に
お
け
る
仮
名
書
き
漢

語
」
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

前
者
は
毛
伝

「個
寛
大
也
」
或
い
は
疏

「個
今
容
裕
寛
大
」
の

注
で
あ
り
、
後
者
は

「寛
以
愛
民
」
の
注
で
あ
る
。
「
お
お
ら

か
に
、
ゆ

っ
た
り
と
」
の
こ
の
語
は
、
他
の
抄
物
に
も
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
に
も
少
々
見
え

（下
略
）

「
寛
」
が
こ
の
二
例
の
意
味
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

衛
確
―
晋
書
列
博
六
、
清
間

ハ
ユ
ウ
ケ
ン
ニ
ユ
ル
リ
ト
シ
タ
魁

カ
ア
ル
ソ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒙
求
抄
　
一二
冊
本
上
ノ
上

「清
簡
甚
得
朝
野
啓
督
」
の
注
で
あ
る
。

有
―
虚
船

ハ
人
モ
ノ
ラ
ヌ
松
也
。
鯛
舟
ト

ハ
舟

ニ
イ
キ
ア
タ
ル

也
。
難
―
編
心

ハ
、
セ

ハ
／
ヽ
シ
キ
心
也
。

ユ
ウ
玄

ニ
ナ
ク
、

セ
ハ
シ
ナ
キ
者
ナ
レ
ト
モ
、
舟
ヲ
ツ
キ
ア
ツ
ル
ト
テ
不
怒

ハ
、

虚
舟
ノ
ュ
ヘ
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
子
抄
、
三

こ
の

「
ユ
ウ
玄
」
も
心
の
ゆ

っ
た
り
、
お
お
ら
か
な
様
を
表
し
て

い
る
。
こ
こ
は

『
荘
子
』
山
水
第
二
十
の

「有
虚
舟
末
館
舟
、
難
有

編
心
之
人
不
怒
」
の
抄
で
、
唐
の
成
玄
英
の
疏
に

「
編
狭
急
也
」
と

あ
る
。
ｏ
我
身
ヲ
ウ
ヤ
／
ヽ
シ
ウ
敬
テ
モ
テ

ハ
、
人
モ
ア
ナ
ト
ラ
ヌ
ソ
。

寛

ハ
ユ
ウ
ケ
ン
ニ
人
君
ノ
御
座
ア
レ
ハ
、
人
カ
ツ
ク
物
ソ
。
信
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二
誠
カ
ア
レ
ハ
、
人
力
打

マ
カ
セ
テ
ス
ル
者
ソ
。

京
大
本
論
語
抄
　
陽
貨
第
十
七

こ
れ
は

「寛
則
得
衆
」
の
抄
で
あ
る
。
應
永
二
十
七
年
本

『
論
語

抄
』
も
同
様
に

ｏ
寛
―

ユ
ウ
ケ
ン
ナ
ル
人

ニ
ハ
人
カ
ソ
イ
ヨ
キ
程

二
、
衆
ヲ
ウ
ル

也
。

と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
抄
物
の

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
が
仮
名
書
き
で
あ
る
中
で
、

『荘
子
抄
』
で

「玄
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
向
く
。
本
字

で
あ
ろ
う
か
、
或
い
は
宛
字
で
あ
ろ
う
か
。

「玄
」
は
漢
音
ケ

ン
、
呉
音
ゲ

ン
。
通
常
呉
音
が
用
い
ら
れ
、

漢
音
は

「
玄
冬
素
雪
」
に
使
わ
れ
て
い
る
。
他
に

「
ケ
ン
」
は
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

こ
こ
で
、
「幽
玄
」
の

一
風
変
わ

っ
た
例
を
紹
介
し
た
い
。
『和

歌
集
心
妹
抄
抽
肝
要
』
に
あ
る

「幽
玄
」
の

一
部
で
あ
る
。
大
学
堂

出
版

（昭
４４
）
の
ペ
ー
ジ
、
行
を
記
す
。

ｏ
月
ノ
初
卜
讀
ル
詞
、
幽
賢
成
風
情
也
　
　
　
　
　
　
　
１１
・
６

ｏ
営
世
ノ
連
寄
ノ
趣

ハ
、
懸
幽
賢
二
風
情
新
、
文
字
継
キ
ヲ
能
字

端
ヲ
嗜
、
五
韻
相
通
連
啓
ヲ
心
二
掛
、
是
上
手
ノ
心
殊
也
。

２２

・

７

ｏ
霞
ノ
内
ヲ
出
ヌ
春
駒
卜
云
二
、
風
ノ
間

ハ
花
ノ
命
ノ
繁
レ
テ
、

加
様

二
幽
賢

二
仕
侍
シ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４４

・
１

こ
の
よ
う
に

「幽
賢
」
の
形
の
み
用
い
て
い
る
。
歌
論
書
の

一
つ

で
あ
る
か
ら
、
こ
の

「幽
賢
」
は
歌
論
語
彙
の

「
幽
玄
」
で
あ
る
こ

と
は
勿
論
で
、
他
の
漢
字
を
用
い
て
い
な
い
。
書
き
癖
と
見
る
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
用
法
は
取
り
も
直
さ
ず

「幽
玄
」
が

「
ユ

ウ
ケ
ン
」
と
清
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
「
賢
」
は
漢
音
ケ
ン
、

呉
音
ゲ

ン
で
あ
る
が
、
も

っ
ぱ
ら

「
ケ

ン
」
が
用
い
ら
れ
、
「
ゲ

ン
」
が
通
常
で
あ

っ
た
時
を
知
ら
な
い
。
従

っ
て

一‐幽
玄
」
が

「
ユ

ウ
ケ
ン
」
と
清
ん
で
用
い
ら
れ
た
時
が
あ

っ
た
証
と
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

幽
玄
　
　
　
　
易
林
本
節
用
集

幽
‐玄
　
　
　
落
葉
集
　
本
篇

比
較
的
濁
点
の
線
密
な
辞
書
に

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
と
濁
音
の
な
い
の

も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の

「幽
玄
」
が
ど
の
よ

う
な
意
味
で
使
わ
れ
た
か
。
「
幽
玄
」
と
濁
る
形
が
文
学
的
美
意
識

表
現
に
傾
き
、
清
音

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
は
心
の
ゆ

っ
た
り
と
し
た
、
大

ら
か
な
意

の

一
般
語
彙

へ
と
分
化
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

湖

っ
て

『色
葉
字
類
抄
』
を
見
る
と
、

幽
玄

仰
ウ
盗

ン
　
　
　
　
前
田
本
　
色
葉
字
類
抄
　
伊
　
畳
字

同
じ
く
清
音

で
あ
る
。

こ
の
字

の
上

に

「
幽
奇
Ｍ
抄
キ
」
と
あ
り
、

「
同
」
は

「
地
部
」
の
意
、
漢
字
に
平
平
と

一
点
が
付
せ
ら
れ
て
い

る
。

「幽
」
は
暗
い
陰
を
意
味
し
、
「
幽
玄
」
と
な

っ
て
も
地
の
状
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態
を
指
す
。
も

っ
と
も
、
諸
橋
編

『大
漢
和
辞
典
』
で
は
、
①
幽
冥

の
国
　
②
幽
か
で
奥
深
い
こ
と
　
③
老
荘
及
び
禅
の
智
理
の
深
遠
な

こ
と
、
と
続
け
た
後
に
、
④
詩
歌
の
道
の
深
遠
幽
奥
な
こ
と
、
転
じ

て
、
芸
術
そ
の
も
の
を
い
ふ
。
と
し
て
、
④
の
例
示
に
左
の
文
を
挙

げ
て
い
る
。

本
朝
績
文
粋
、
藤
原
敦
光
、
柿
本
人
麿
董
讃
競
序

「
方
今
為

重
こ幽
玄
之
古
篇
ス

柳
伝
二後
素
之
新
様
己
。

本
邦

の
例
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
文
芸
理
念
と
し
て
の

「幽

玄
」
が
中
国
か
ら
で
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
中
国
の

『
漢
語

大
詞
典
』
に
も
、
①
幽
深
玄
妙
　
②
謂
玄
虚
的
釈
道
哲
理
　
③
幽
昧
、

昏
暗
　
④
幽
冥
、
陰
間
、
と
分
析
し
、
文
芸
理
念
と
し
て
は
説
い
て

い
な
い
。
但
し
、
④
の

「
幽
冥
、
陰
間
」
の
前
に

「猶
」
を
置
き
、

④
の
意
味
を
、
比
喩
と
し
て
の
派
生
義
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
本

義

・
派
生
義
の
認
定
は
な
お
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本

で
の
文
芸
理
念
と
し
て
の

「幽
玄
」
に
つ
い
て
は
、
文
芸
史
上
の
多

く
の
論
考
が
あ
ろ
う
か
ら
、
僅
か
の
思
い
つ
き
で
云
々
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
。

四

「幽
玄
」
は
、
そ
の
意
義
か
ら
見
て
、
佛
教
を
通
し
て

一
般
庶
民

へ
伝
わ

っ
た
語

（呉
音
）
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
知
的
階
級
か
ら

漢
音

「
い
う
け
ん
」
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
語
で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
芸
理
念
と
し
て
清
音
の
ま
ま
中
世
に
多
く
用
い
ら
れ
、
や
が
て

「
ウ
ム
の
下
濁
る
」
と
い
う
傾
向
に
よ
り

「
ユ
ウ
ゲ
ン
」
と
な

っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
動
き
の
中
で
、
発
音
を
元
の
ま
ま
に

船
頭
殿
こ
そ
ゆ
う
け
ん
な
れ

こ
の

「
ゆ
う
け
ん
」
の
よ
う
に

「重
々
し
く
威
厳
が
あ
る
」
意
に
転

じ
て
、
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
語
が

「
勇
健
」
で
あ
る
と

は
思
え
な
い
。
抄
物
で
挙
例
し
た
よ
う
な

「
ュ
ウ
ケ
ン
」
全
て
に
通

じ
る
語
と
し
て
は

「
勇
健
」
は
通
じ
な
い
。

「勇
健
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
元
来

「
ユ
ゴ
ン
」
と
呉
音
読
み
が

基
本
で
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の

「
ゆ
う
け
ん
」
に
引
く
漢
字
表

記
例
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
近
世
の
節
用
集
な

ど
に

「
ユ
ゴ
ン
」
が
姿
を
消
す
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
精
査
せ
ね
ば

立
言
で
き
な
い
こ
と
当
然
で
あ
る
が
、　
一
般
傾
向
と
し
て
は
、
中
世

色
の

「
ゆ
ご
ん
」
が
亡
び
、
「
ゆ
う
け
ん
」
に
な

っ
て
ゆ
く
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

注
（１
）

北
川
忠
彦

「「撰
猿
」
猿
歌
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」

『国
語

国
文
』
２４
巻
７
号

（２
）

福
島
邦
道

『サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
　
翻
字
研
究
篇
』
（勉
誠
社

昭
和
５４
年
）

（３
）

高
羽
五
郎
、
国
語
学
資
料

『
ロ
ザ
リ
オ
の
経
　
一百
葉
の
和
げ
』

（昭
和
２９
年
）

（４
）
　

『
ラ
ホ
日
辞
典
の
日
本
語
』
金
沢
大
学
法
文
学
部
国
文
学
研
究
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室
編

（昭
和
４５
年
）

（５
）

山
内

「漢
語
史
に
お
け
る
仮
名
書
き
漢
語
」
『国
語
語
彙
史
の

研
究
十
二
』
（平
成
四
年

・
七
月
）

補
、
　

笹
野
堅
編

『幸
若
舞
曲
集
』
の

「曲
節
集
」
に

「
ユ
ウ
ケ
ン
ノ

心
有
。
ア
ヒ
シ
ャ
ウ
也
。
ム
ツ
カ
シ
キ
ツ
メ
他
。
」
（六
〇
二
ペ
ー

ジ
）
な
ど
と

「
ユ
ウ
ケ
ン
」
が
数
例
あ
る
。
「哀
傷

・
祝
言

・
恋

慕
」
と
共
用
さ
れ
、
歌
論
の
幽
玄
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
。
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